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第 2 0 回放射化学討論会

フロクラム

-( )内講演時間には討論時間 5 分を含む

第 1 日 1 0 月 4 日（月） 午前の部

A 会場 B 会場

［存在状態〕 〔宇宙・地式〕
座長 座長

放射線謗発同位体交操反応 (1) q:30 1 B 1 （料研東大）佐脅理藤）出0和物イ左叫中蔭い絣屯見•ら育れ謀る1信..,房Cs・（見大震 q:30 TJ. (I)-T以直）硫策落液系 (20) 
（静岡大理） 0長谷／ 1| 国彦・珂吋公 P皇

放射世ァンチモンの遠溶オ打悲”四海d)動I 玉 1 B 2 検«深峠海山if祐庖,q敗之土・弱中（東放の対射2‘粕A能tセ0ン田9-中)J市·L男Rey.r.s・ 中

僭淘反“応ユ囮0•大代放O耀叫吋射））神終●原濃低債富倉4尚碩•9珪層滋' "' にお
(20) 

oo参•吉岡 井 展
1 B 3 （？謎駐廃滋ふ吟物業中の）0ウ山ラ碕奇ン億の社弔物・（金南シ分尺丈布理測）定

忠 (20) 
払

此牲＇ゴ蔚樟す渭出り法社諜によ『るポロ＇邁⇒ウ·ム汲の•溶砕心・永態百 治
浅山士帥・苺島祁也・坦本者

追
1 B 4 （浪九大石瑾中）の0ク柴ロ田ム緊：比のぅ則定
(20) 

沼イ箋史·吝怠
良正・（免大物住珂）涌准力し宅漆田

唖品炉霜塩゜菅沼其；こ比史請・伊藤筐一晴品・哀盆多江
雅億 10:50 

10:50 ー（休 5 分）一

ー（休 5 分）一一— 1 B 5 ニif7’め長半瑛淵核種について 10 ::,_; 

位（放東体灼射理ご’ほ）む鉱0の小物放極約肘浅井渚哉平出•街す佐る藤UJ: 祝J Ra 同 10:55 
(20) （本兒田大物飛↑撻立）0牧野吟・退吐杜・

（信東房大 純・斉藤 1 B 6. P駐照肘した？負石中の Ne同位体比渕 田

大

森 (20) 畠這頑） 0瑛宝ネL苓（東叶皐 中

（中止） 両）がJl11!lj8平・（阪だ理）忘岡宜雄

蓬 1 B 7 1斜恥お lナうトラックの生成｀ 重

短忠屎引炉認）枯核下,,.頷Ci滋-生譴・為威•物＇t噛林の1・ふ玉西専楕忠に肉す (20) （本稟丈田物雑性：逗巧）0紐韮•吉田神史・ 男
（克＊
7‘‘ロう 11:55 1 B 8 棧及応叫：って生じ＇た守定同位体賃

(20) ね工戸誼掌gi叫 12:15 

昼 信



第 1 日 1 0 月 4 日（月） 午後の部

A 会場 B 会場

（存在状態（続）〕
座長

(R I 製造J
座呆

1 A 8 庄沌ぁ‘よび｀やの北度枝棺(J) HDEHP秀媒 13:10 I B 9 蝠ぽの0無塚吠本祖麿知店体理）緯・苛戸阪四上産紐む正知信霊·4t•．f恒竺•喰ぶ叙：む::: 
13:10 

(20) 抽（如出t.法大金と研用·)い鈴た木単進部圭・精三頼勢臨法 9月•O山名 (20) 

元 井 •今

1 A 9 アメにウムの化学（7) 鰈佳遠冴足にあ‘

1 B 10 餡謬（光o,金力棺h村這戻比芦応40••久,*呵.よ1戸J9Ro焦I心吟9虹益汲炉·男？本ピ＇S·這滞c心よ・中；；かア国次ら章郎のの、ク
，丑I只る V)およびAm(VI)の吐鈴木佳進 J:.. 

(20) （東北た金研）0~ 光雄・ (20) 

1 A 10 店ア砂メkfリ酸薙シ化9研ムラ滲Zの化木ン学進9ゴ・屎⑪る）辺ア泉メリ酸•西シ加ウム凶丸の共夫沈琺 泰
4言

(20) 1 B 11 
嗣

(20) 

1 A 11 照僚哲止射生大呵金A研m) か ら｝木の造C111•,,d),筋1r難伊佐務• 14：ろ〇 1 B 12 忘僭の政J:t研液放）山一射林月ビ'cm製造一烈射知牛(20) 鈴 0瞑
(20) 尚追•O窯和約·反田孝美 14:30 

ー (4木 5 分）― ー（休5分）一

1 A 12 凍棺シトレ北リ定ーカ大サゲ工—）＇l量レ井のあJ::.＇ヤょ ひ下充酸Iヽ｀、リウムさ モ杖ち澳い:11)る 14:35 〔核化学J
フ°ツニウムの廃'-}1il!i

(20) 泰•O栢山修 田

1 B 13 饂知碩伝這射ぇ』9翌9が9平＇凡·屹紐わ断緯面 14:35 

1 A 13 酸の（知ネ往フヒ°大お‘ソ工ニよ) ウび0ム井中の上性夜水泰¥溶・iJ/i朽液.::I犬•山中態作の参ト レーサー骨
中 (20) • 

(20) 士ロ
1 B 14 （N多着i.粒p:Irクー大封デ珪放叶）出0村反I ：応ぁ松‘1のナ久考炉知寮•H中e原,組O(を照枯射磁9こ紅よ雄る

T及

左

1 A 14 化釦p,苺59豪信注E吐状uu釦ん態四叫叩血o葦A社と沼添嗚u(lrl·加蔚Ia パ肇化澪切学茨玲m種ャ東laぴに濤tおi油o•n9',吐連知9 る 右 (20) 本
(20) 

1 B 15 竺苦＂，，島＂翻9如，99久91謡れ知鴇~がば裏念知判弁ば知潤寄緑点認
' 15;35 (20) 若

ー（休 5 分）―
1 B 16 ＆如uo蒻い麻゜岱い叶•悶O危4共ぞ●嗚．填い中—ほ的滸祥●伊四恙作鏃嗣効·晨(20) 

〔トリナウム） 1;:5, 

1 A 15 僅中国性苛リ¥会）工慮ム藤射の博l4たヒ司労酸•O約化田挙IJ中~動吉以左中石に生戒 L 15：ゃ
ー（休5 分）ー一

(20) ・天野恕 森 1 B 17 Pb内しき大附吋原近珂直配）正核りで月大‘の・ 光核分裂及於の 16:00 

1 A 16 造ャ中詰佳饂研｝•』•伊難灌庚印吠射北す及ぜL99た勅巌）遺醗狂力栄切野的秒恕·9心・Ai知からl ガの·信OHT•＊ Oャo 
l 1 1 (20) 汀 原 月 oh-官P•今あ

嗣 ネ易
(20) 尚 1 B 18 熱且体生嗜中成性昇断ナ面茫枯棧分製iこぁ‘1,-~ I 牧異＇澁

威 (20) 諏・蒋尻一郎・鐸信、 鳥
1 A 17 芯U02請マトリ昂ックスがらのトリ十ウムの放出と
(20) 1芍•O立 111 眠逹 16.'心 1 B 19 ヘリウム・ジェ｀ゾI-型反祖以亥輪送装置 9且

ー（休 5分）― (20) 僚信大和和1 声年•印埼•O今而
三

1 A 18 （射芳訳杏—R族I セ汎カ汐ル喧ーボ）水0ンの沿醗彩為卑リ町チ雄しウこムつ・森のい）1中て|尚性一戒ふ— 賎
16立:45 
1 B 20 僚1o'1li蒜中Pt液ぶ［重＂人P易子太灰ボ藷碩源令旋染卜今数西信嗣•

(20) 1 1 1 (20) 17:20 

1 A 19 棗忠認腐汽は認品に究
oo 
迂

(20) • 17:25" 

核化学？＂ルーフ0分斜会（理学評大会議室）



第 2 日 1 0 月 5 日（火） 午前の部

A 会場 B 会鳴

（気相ホ、ソトアトム〕
庖長

（放射能刹用分祈〕

紐雰酌酸定化ヒばすに還莉嘉よ元9む竺鐸干冴ぅ足科m当平）量；和さ邸用ア’，，鉛い注0狂木，不自む荘足位ン屯音の体量・
庖長

2 A l ぼ吉的A屎B厨珂•賢党I9-N0(I生·r)T埠日I9O9JH践苓法"信・ 9今“:B村'T,炉畠C辿・9ほ繋T北知大君遅）論 q:30 
2 B 5:1 l 

q:30 

(20) 
I¥. (2 

2 A 2 AB-INITIO>去 l：よ閤；浅走の理誼 木

{20) （的理研$t究)O(E生)田 NH汀， 益 2 B 
竺（醗吉晒岡化召這珀大環江元富如布•O足品神；；当漆量屠悶信幻慮治恥・嵩食が同ア註位サ屯偽モ• 

河可茂＇・岩田ま広・今村畠

2 A 3 ね臀呼二芯•極9羞＂四霜澤9信sにf·i(芍l9t●e万r迄心）生が；●王如筏之r今g吉e庚村畠
男

(20) 木寸

10 ：引〇

2 B 3 l 誌化（ス電T分電荘析中公の社（イ~附苓ン7域ジ祁‘れ硫嘲りムlのo不計定研足量音か健量*~·紐'遺ヽよる冽2 A 4 （中止） 正
(20) (35) 

ー（休 5 分）― 室松俊男

2 B 4 分（沼忘メ奮析魯し•小齢咋（林"'材沿偽'わ如却ニ曲和れむ不）足ゆ紐0音釦の宝昔沿磯を法999 : 汝省すィヒよるセレ

2 A 5 烈射I＼醗化三ウランからの放出 3ガt 10:~s-
・エ祐

(20) （の廃反研応彰芦毎） --7。ロパンとの反応
立 lI J OO造·O 中島幹淮 已品 10:30 

2 A 6 

僚悶CH北ュ北大C，り和H：,理エ添店加）雰苓＾9果科場；＇品-0~叩祖咽埼 永
ー（休 5 分）―

(20) 2 B 5 木河工十レンク｀＇リコーIVI如俎の澪囀媒袖俗出こ 10:35 
健 (20) 

よ~ U,Np及ひ｀ 2, うの F.Pの
（新鴻大ラ里） 0工謀俎召・為本哲史•9ト

2 A 7 及跳A オウ原ナとエタンとの反応（ユ） 林哉‘
工

(20) （北里大往生）0穿伶睾和裕・シ竜 幸 11:55 2 B 6 ②に之ミ加よ大サ工；；放）逢石射9井性易イ逗枯オ樟ン•広交叫湘オ奏豆逹ク99ロ分大マ紐•9Oグ浩ラ碕,_ 
(20) 篠

2 B 7 ほ紬にeD衿よT9苓A析雄S鈴rセ"・体来ン令が•0~部取)主嘴O*砕村l節用 Lたカラ心去(20) •佐腺誉章• 冽

2 B 8 辰(大8衿村乳牧析中正セのン＇"9I-の)0祐桐易田分博析史5去•本多哲碑•
(20) 11:55 

（昼 倉） 放射化学研究連絡＄令員会



第 2 日 1 0 月 5 日（火） 午後の部

特別識演（C会場，放養郵 B棟）
13: to 

1. 放射化労にあげるラジ‘カル1左中間体の役割
（東大放を）松浦`.:::.哀p 渥長 山寺秀雄）

2 日本の放射化学一—回顧と展望一
（東大理）斎藤信屈 は長阪J:..正信） 15:10 

移 動 休 憩

研究発表・一討論

A 会場
〔ホットアトムかの他〕

2 A 8 '吋DTPA化合物の¢浅恋にとtなう
(20) 化（阪歩府的波効中果研）0靭踪武姜浴口節男

(20) 2 A 9 様佑紐ア中セに藩が嵩お射媒｀’ァ惰ぢし＊叫た記＇ア，ナ4ぁセヒ伐’ト9鈷午コ9たロ万バ窟応応叫セぁ永（ゞ'9茅11)-,.滋ィ2建トの芦錯ペ民）体ンセ9の碑"・有ンス

(20) 2 A 10 渫H究籟of之9大~屎工•が占）卸のn0型紀岸恥包l慕"•g持"9．吟姿釦化•9合動戌・物遠苺—柔ガ山9手こ咋希ち一｀；＇釈ね知・小荼郎磁"' 
2 A 11 煉T0e森大核廃山令玩裕裂）丈面生成朋太物・財の源化学一B形B／態今田信嗣•
(20) 

ー（休 5 分）一ー一

2 A 12 エネ孟 1~1SMev の d線小線
源の

(20) （右原・研天）野0恕ヵ嘩塔生・エ棉博司・函中告左

2 A 13 澤清高当辺易碕賢以東·這海寿・1 ) 金0Jl召的上・セ大野1レ内椋含•ニイ左・（I庚II京午労Jl芸• (20) ;) 

ホ、yトアトムグ）V- フ0分科会
（理学辞大会議室）

座ゑ
1s: 20 

吉

屎

賢

16:40 

1b:4S 

藤
原

郎

17 :2.5 

B 会場
（放射能刹用分祈（純）〕

化巨学大網＾叫状国ば造(4．合)成1 吸1-7着ニ樹ウ·脂ムのの唆放着射2 B 9 
(20} 

（（沢放や正c1l医実1茄) ） 0今井牙ナ・ぅ度tl 一夫・伊
2 B 10 

暉イ（ン，食オ．マ＾翠ナ線液・の大価源応建紘9桑）叩用0ユ枯—中,/切ッ知面諺日孝紐も這・）（泣紐＆邸い射這た／s序ヒo9分．n(杖•;枯析.る• (20) 

(20) 2 B 11 の西"'-五”ト9咄レ呻(エL叫這Iンシ)検9袖巧こ！）•が村0·出出に矢豆器＇しおてがたぷにンュよ”況m雄9翫95ンれ9入'J9定9`ー松U去おつ知よの℃む狂・’’ 

2 B 12 “醤粒んf—閏ラ如ッ棗？中法性に僻十よ緯悶う源木約ウ＂業がJの"'•”定量虹＾’’• 
(20) 

ー（休 5分）一

2 B 13 符食（翻寮嘔9北貧祈粒大•9涅均（9)）90紐環V•境R・研．油試v扇料av9或・分表析• ・伊；；澤(20) 

2 B 14 フるヰRロIシの瑶アン集ィヒ金釦釦知穀生氏‘によ
(20) (『夫四・竹）下05洋可村正一・黒毛兎已炉

放射化分析グ｀）レーフ0分科会
（浬学郵 6204号室）

座長
1>:20 

池

四

長

生

1が40

16;45 

外

ネ木

武‘

1T:25 



第 3 日 1 0 月 6 日（水） 午前の部

A 会場 8 会場

［ホ、ソトアトムJ
座長

〔放射化分析・環境放射能〕
座呆

3 A 1 0(集板シ哀な変とtJ)＂力p1祭らのの反Cl(跳放屎射和体の挙森動出—に遥つ q:30 3 B 1 細元（1\ll紐李の大し定9分這e量析）池法日に長よ生る温泉中の1敗量 9: 50 (20) (20) ·O苓福叡・
〈い弐新て潟大ぅ里）0木喬本哲史•オ戸一男・外林、

岸
3 B 2 伍天然水S中の芸ハ7ニ盆ウムばの放噴•す大化石分 辻

3 A 2 d線照射と水熱及応を受I元．雲母の
IMA スペクト 1レ )I I (20) 

(20) （理研） 0荒谷姜智・斎藤信房

3 A 3 （9嵩東盈北999 塁孝大信喫昇）0菊燐紬貸浅賤＇Tる• （めn)反応 佼 3 B 3 認霜原）認叩戸村h健トiリ竺ウ忠ム，叫誓叶．麟田
:｀しC. 

(20) 大森嵌・
(20) 

明
碓

3 A 4 仇茂アァ次lfレム（カ東涅化叫リ）学0リ ン石西）碕松箋9息羞痛埠力一',7•郎中ス村の3勺Pホット 3 B 4 

謁典甜う翌葬牒唸忠蹂むむ霜．，り本古博履•中＇：• (20) 照正・大揚 (20) 
10:50 

ー（休 5分）一一
io:ro 

ー（休、 5分）一
3 A 5 ば*〇7涙ば°上‘ソ閉ニ正ウム芦のジも｀ヒボ＇ロイ 1レメタン食告 10:55 
(20) 中村富郎・ オ裔 3 B 5 海gぽ肱茎大＋）”閑｝山必'“本t祐イ葵元丈素悶の放紐射如化分祈．(9I 

•0:55 

(20) 

3 A 6 銅鉗（渾東版井，9陽這9にゞールお‘・逸ト"荘のるテ可熱•ト拾ラアニフェー゜ニリ9中ばン島ク＂J沿レ残7，勃‘· ン
本

戸
(20) 哲 3 B 6 

(20) 村

夫

3 A 7 億：淳謳・中大島理富）残池•定長9・滋0悉°l匹井9易ぷー苓体ii 億
(20) 3 B 7 

• 1:55 児(20) 

11:ss 

昼 貪



第 3 日 1 0 月 6 日（水） 午後の部

特別講演 (C 会場，紋養音~B オ東） 13:10 

1. トリナウム標織化合物の店環恕ゞる断片化の研究
（東北大理）塩）11 孝信 （度長｀ 村上悠紅雄）

.2. 原子力工学におけるトリチウム・サイク）V

（阪大工）品川睦明 儘長 重松恒信）
1s:10 

移動休憩

研究発表・討論

A 会場 B 会場

〔メスバウアー） （環境放射能・放芽化分析（続〗
座長 庖長

3 A 8 鉄仇ホウアウ木or醗ー,関II)ス皇塩）ペ•高9ガ~ク滋畠ラトス9哀レ塩＂正＂が•枝Oヲス西及お田茄よ営ぴと朗メi>スllll9ヽ.い, 
15':.2.0 3 B 8 先凍偽9号元北全子素大大放畠分朽貯←）‘i佐b法漏緑い堂允よ咽羨る.瑛.. 這本1摩官土9) 1 5:20 (20) 馬 (20) 

男・ 木

3 A 9 9芦ス知9ゞじウ閲ナアートリスウ彗ヘ°ム7詩トル晶••0，，肉.. 欠1悲絡系 椎造とメ 淵

3 B 9 峠牽g濠比•芥（名芦大塁認）棧霜芯袖奇掌彰芯一だ闊で：←野 村
(20) 1急え・釦田

久
(20j 

3 A 10 ク濤濤朽郭敏立法大転窪捨) 電ナの膵佳~むメスバウアー 夫 幹

(20) o這籐わ豊•渋谷守•佐野 3 B 10 霜峙仇木三郎立試・料北高島西島正哀唸明•rO ,’ •9cs の分輝
16:20 (20) 百島則幸・棘

ー（休 5 分）―
16:.20 

ー(4木 5 分）―

3 A 11 か（お双ト東リよ＊ス紐びパオ頑唸ウキ')遠来ア0サー佐嗜ヲて鐸ト•藤一中貪沈奢姐と北法直雄約）学に醸・"反富9研応永9遠9究健ム末桁引お固瀑よ相) 

16:25 

3 B 11 環ぽ衷斜t研兒尭試的）o分料"t析中琺井の蔦’゜ぷ•今，井叱ホs」, ”’んの 16:25" (20) 高 (20) 夫・天皇う 力n
鳥 光

哀 3 B 12 董（環名：（境大3硝)中里）松に古存川葉在蹄中すの明る放放射射牲性：核綬の定 藤
3 A 12 メスパウアー分か法·の考古栄への応用

正
(20} 核種

豊
(20) ,沈（本J1i東和1ぇ孝お四夫長t）ｷ 〇富永億・サ四瘍洲雄•岸

3 B 13 浅祁肉竜索•l市4夫定Y1痰歪・広Yf治越•7雄中•辛翁の雌研が令ン90マ甜埠線積放J司出替・虞叫•野山を本0 （国立文化就研9江本毒環•焉 明
17:05 (20) 

17:25 

移勤

18:00 

懇親会 （静岡グランドホテル中島屋）
:2.0:00 




